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外国語活動学習指導案 

学校名        府中市立国府小学校 

授業者 Ｔ１  ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ  中國達彬

                           Ｔ２ 

    

１ 日 時  平成３０年１０月３１日（水） 

２ 学 年  第６学年２組  ３２名 

３ 単元名  「 」

４ 単元について 

○ 本単元は、６年生新教材『 』の最初に位置づいている単元であり、「自己紹介」を題

材にしたものである。「自己紹介」という題材は、“ ～”、“ ～”といった既習表現の

活用が期待できるものであり、これまでの学習を総括する意味でも適していると言える。また、本

単元では新出表現として“ ～”、“ ～”を導入するが、これも自己紹介を

より充実させる上で効果的な表現である。なお、次の表に示している通り、自分に関する情報を伝

える活動は、小学校外国語活動のスタートから中学校３年生の外国語科まで繰り返し行われるもの

であることから、本単元の学習は言語材料面だけでなく題材面においても今後の学習の基礎として

位置づくことが期待できる。

学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 中学１年 中学２年 中学３年 

学習 

内容 

あいさつをし

て友だちにな

ろう

世界のいろいろ

な言葉であいさ

つをしよう

アルファベッ

ト・自己紹介

自己紹介 自己紹介

一日の生活

思い出の行事

将来の夢

町紹介

好きなこと・もの

日本文化紹介

修学旅行

中学校生活

○ 本学級の児童に対して９月に事前アンケートを行ったところ、３２名中全員が「外国語活動の授

業に進んで参加している」と回答した。また、「もっと英語を学びたいと思います」の項目につい

ても全員が「あてはまる」と回答しており、外国語の学習に対する関心は高いことがうかがえる。

一方で、「英語でやり取りや発表をする時には、自分の考えや気持ちを伝えている」の項目で８名

が「あまりあてはまらない」と回答していることから、学習に対する関心や意欲はあるものの、一

部の児童は学んだ表現を使って十分に自己表現できていないと感じていることが分かる。また、「英

語を読む時には、単語や表現の意味を考えながら読んでいる」の項目において、「ややあてはまる」

が 16名、「あまりあてはまらない」が２名と、決して否定的ではないものの強く肯定できる児童が

少ないことも分かる。 

 

○ 本単元では、コミュニケーションの目的を「国府演 祭で来場者と英語で交流すること」と

し、児童が目的意識をもって学習に取り組むことができるようにする。さらに本単元では、既習表

現である好きな動物やスポーツ、教科、また誕生日に加え、新出の文である“ ～”や

“ ～”などを使って様々な相手と自己紹介し合う場を設定し、その中で適宜肯定的

評価を加えていくことで、児童がより自信をもって自分の考えや気持ちを他者に伝えることができ

るようにする。特に、教師のモデル会話や教室環境の中に積極的に既習表現を取り入れることで、

児童が相手や会話の流れに応じて既習表現を選択・活用できるようにする。また、本単元では書く

活動にも取り組むが、そこでは「 への手紙」という形式をとることにより、児童が相手意識

をもって書く活動に取り組み、書くことを通したコミュニケーションの楽しさや喜びを感じること

ができるようにする。
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５ 単元目標 

○ 他者に配慮しながら、学んだ表現を使って自分のことについて伝え合おうとする。

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

○ 学んだ表現を使った自己紹介の仕方に慣れ親しむ。         【外国語への慣れ親しみ】 

○ 指導者の会話や身振りを手がかりにして“ ～”、“ ～”の意味に気付く。 

【言語や文化に関する気付き】 

 

 

６ 単元の評価規準 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き 

・他者に配慮しながら、学んだ

表現を使って自分のことにつ

いて伝え合おうとしている。 

・学んだ表現を使った自己紹介

の仕方に慣れ親しんでいる。 
・指導者の会話や身振りを手が

かりにして、“ ～”、

“ ～”の意味に

気付いている。 

 

 

７ 単元ゴール 

コミュニケーションの 

目的・場面・状況 

国府演 祭の「英語ブース」の中で、来場した人たちと英語

を使って交流することができるようにするために、自己紹介に関

する表現を学ぶ。

目指す発話例 

 

 

 

８ 言語材料（下線部は新出表現） 

主な表現 主な語彙 

～

・挨拶 ・月 ・序数

・動物 ・食べ物 ・スポーツ

・動名詞（

等）
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９ 単元計画 

時 目標（◆）、主なやり取り等  誌面化されている活動（・） 評価規準・評価方法 

１ ◎単元終末の活動を知る。 

 

 

・ “ ”

・ （出身地に着目して見る） 

◆“ ～”を使った自己紹介に慣れる。

（以下、既習表現を使ったやり取りを続ける）
 

 

 

 

 

 

 

・「 ～」の意味に

気付くとともに、「

～」を使った表現に

慣れ親しんでいる。 

 

 

 

 

２ 

 

本

時 

・ “ ”

・ （得意なことに着目して見る） 

◆“ ～”を使った自己紹介に慣れる。 

 

（以下、既習表現を使ったやり取りを続ける）
 

 

 

 

・「 ～」の意味

に気付くとともに、「

～」を使った表

現に慣れ親しんでいる。 

 

 

 

 

 

 

３ ・ “ ”

・ （出身地・得意なこと以外のことに着目して見る） 

◆相手に配慮しながら、既習表現を使って自己紹介をする。

 

（以下、相手に配慮しながら既習表現を使ったやり取りを続ける）
 

 

 

・相手に配慮しながら、既

習表現を使って自己紹

介しようとしている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国府演 祭に向けて自己紹介をレベルアップさせよう。 
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１０ 本時の計画 

（１）目標 

“ ～”の意味に気付くとともに、“ ～”を使った表現に慣れ親しむ。

（２）評価規準

“ ～”の意味に気付くとともに、“ ～”を使って自己紹介している。

（３）準備物 

  ワークシート、ワードリスト、デジタル教科書 

 

（４）本時の展開 

学習活動

○発問・指示

●指導者の役割

●指導上の留意点

☆評価規準【評価方

法】

※資質・能力の顕在化

１ 挨拶（１分） ○ ●

２ 復習（２分） ○

「アルファベットの書き順」

３ 

（５分）

○ ● ●既習表現を意識さ

せてから開始する。

４ 本時の課題を把

握する。（２分）

○課題を設定する。 ●単元ゴールと関連

させて本時の課題

を設定する。

５ “

～”の意味に気付

く。

（７分）

○これから が新し

い表現を使って自己紹介を

します。

○どんな言葉が新しく聞こえ

ましたか。

・ ～

○“ ～”とはど

ういう意味だと思います

か？

・“ ～”は、「～

が得意だ」という意味です。

●  ●指導者どうしのや

り取りやジェスチ

ャーを手がかりに

して“

～”の意味に気付か

せる。

●“ ～”

を使って自己紹介

できれば課題が達

成できたとするこ

とを確認する。

自己紹介をレベルアップさせよう。 

“ （～できる）”と混

同する児童がいた場合、

「～できるが得意ではな

いモデル」と「～できる

し、得意であるモデル」

を指導者が演じ、両者の

違いを比較させることで

“ ～ の意

味に気付かせる。
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○「得意なこと」に着目して

ページの を聞

きましょう。

６ “

～”を使った表現

に慣れ親しむ。

（１５分）

○

〇

 

 

 

●

●

●“ ～”

を使った表現を何

度か練習した後、ク

イズに入る。教師が

数問出題した後、児

童からも出題でき

そうならば、出題さ

せる。 

 

 

７ 

（８分）

○

 

● ●“ ～”

を使って自己紹介

し合うように伝え

る。 

●ペアを変えて会話

をくり返す。 

●途中で一度活動を

止め、“

～”を使っているか

や反応できている

か等を確認する。 

● ● ●児童どうしによる

を行う。

８ 自分の得意なこ

とを に伝え

るために文を書

く。

（５分）

○

〇ワードリストを見ながら

“ ～”の続き

を書き、自分が得意なことを

にも伝えましょう。 

●Answer questions ●ワークシートとワー

ドリストを配布し、

自分の得意なことに

ついてリストを見な

がら“ ”

の続きに書かせる。 

９ 本時のふりかえ

りをする。（５分）

● ● ☆評価【ワークシー

ト】

・“ ”の

意味に気付き、“

”を使っ

て会話している。

 

…

…

…

（この後も既習表現を使ってやり取りを続ける）

…

…

…

…

・「～が得意だ」を使って自分のことを伝えることができま

した。 

・ジェスチャーをつけることで相手に伝わりました。 

・使える表現を増やすことで、国府演 JOY祭に向けて自己

紹介をさらにレベルアップさせたいです。 
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１１ 板書計画 

 

 

自己紹介をレベルアップさせよう。 

自己紹介 

どうすればレベルアップできるか？ 

・アイコンタクト 

・自分から話す 

・知っている言葉をつなぐ 

・関連あることからつなぐ 


